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ごみ減量親子モニターを実施しました !

市内の小‐学生とその保護者を対象にtごみと資源に関する講義や工作、また
工場見学を通じてごみの減量やリサイクルについて学んでいただきました |
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I親子モニターにご参加いただいた小学生の皆さんのレポー トを一宮市立
l中央図書館で掲示します。
1期  間 :11月 15日 (火)～ 20日 (日 )※ 図書館の開館時間に準ずる
l場 所 :一宮市中央図書館 (栄3丁目1香2号 尾張―宮駅前ビル )
1    5階 児童図書エ リア (図書館内専用エレベーター北側 )
l掲示物 :「①ガラスについて」「②紙についてJのレポート (参加者全員分)
ヽ  _ _ _ _ _ _ _ _ _ ―  ―  ―  …  ―  ―  …  ―  ―  ―  …  …  …  …  …  …  …  …  …  …  …  …  …  …  …  …  …  …

|■宮市環境部清掃対策課|‐lLO,30■ 41,■‐
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0+・・ノプ1繋るご
V  
√鍮

0ヤ をさ.ヒ リ
'(″   曲

鍵磐笞Ъ藤
協響…夕|げプ

/滓
:■藤磁r令

レ_撫″ 、
~脅

膨′́_T筈

麟ん蝋 _こ社摯闊間
口
11軍:脩
・
:11護

バ1´み刈グ
´
イ

′菫L玉 チLック  1:'1_:」 イ',オ

:F ′′えご

 ヾ   'T力ヶ″it_ _     1■ |″f
1霧天九LElttι バ7ちli,.% 鳥

`411%に

,ご誉お'め    /ぶ ,″  ″′_′    ′二:ダ
|ル凝ち,iζζ命震サ《考えイ鍮′fアみ

'lξ

，

都

小
学
校

　

■
年
生

平
成

２８
年

７
月

飾
日

（
月

）

ガ

ラ
ス
の
講
座

蠣
か
い
し
が
ι
毎
プ
・ウ
ズ
絆
ズ
の
か
れ
ま
リ
ツの
ょ
ぅ
に
残
た
な
ヽ
ら
、
４
イ
智
↑
´
る
″

♂
‐
げ

Ｆ
も

自

，
Ｉ
え
』

り
Ｊ

し
年
」

‘

し
て
位

・
ヶ
ッ

■
、
，
ど
し
た

の
仏

“

ん

ム

´
ｌ

ｉ
今

な

う

ｏ
‘

・
●
〓

↓
■

， ノ

午

一
多

ヵ
常
ん
港

”
っ

卜

・
．

‘
多
藤
族
矛
″
¨
里
窮
一み
ん
ｔ
，

ダ
つ
う
多
ウ
ず
観

¨

ん
か

″
７

，ｔ
わ

な
´
ち

，ヽ
―

・

Ｌ

ゥ
ナ

ひ
″
上
に
し
ァ
が
リ
タ

驚
を

し
よ

う

わ

‘

〕
〓

し
た

抜 ェ
島|'影
ヵ、 |卜 i

子.裳
乞 |′豊
と , し

発・先
→  | 力■

品 lt
ダ 1誰

みな
な|ぶ
;:み |

雀夕|
;ス′:ス :

ン|・ア
ま,`す
ケ, l i'

夕
｀
 し

人 | ′

愛 |・ |
な 11
彎  :Jく
/｀` ズⅢ

[|,:今 |

じ
"チ

'
え子タ
芝|れ

71“

賛
後
J'1

‐■

/｀

な
く
て

て́

‐
リ

′

イ1イ′
て

ス

`|′
●

   1

1つ

`

矢
ψ

:プ

=́
こ

ん

と・

そ́

/く .

こ
t
ぞ

ノ」
[

I

セ

イ午
る
ハ
″:

雑

`´′′

‐/

X
‐

″

.

ん

/7ゝ

プ・
て“
総

t髯

磨
寸'
Iふ

あ

｀

ど

う

t
の

職

スス1
で'

こ

′(:.

′I
‐
′′

′_
`′

ト

ア●

・
ぇ
な

こ
作

る
倉

在̈
が

驚
４
あ
“

‐に

ブ
）
あ
”Ｌ

ｉ
ｊ

争
ｔ
Ｆ
妥

７
ん
ｔ
作

る
エ

今

回
、
敷

子

１

ヽ

‐
７

／

滅

左

た
参

機

―

じ

４

Ｆ

ｙ

シ
〆
イ
え
ダ
リ
ザ
イ
々
争
１、
３
■
ち

卜
っ
て
〕
１

じ
ｋ
”
、
′Ｌ

青

一■
‘̈
資

う |ク‐
乙  |サ ィ



力しットt塚こ王几すろのっヾ

粒夕いしへた縁 7-で す。

警

偽)人桑る1各んのけχ関にしか‐2t

【いた、カタッたです。とttイ ,省♭

なのでや″ヾユ場の/くιこはん竜

予定夕あるめヽ開しlマ t｀ました。

ぼ
く
な
参

か
し
た

理
由

は

、
か
ラ
ス
Ｑ
ノ
ブ
イ
ク
ル
ー
事
〈

の
宿

題

の

一官

市

環
境

Д

間
の
な

ス
タ

‐
？

７

マ
た
し
た

今

た

か
ら
で
す
官
マ
っ
理
由
は
、
不
ァ
ン
ｔ
グ
ラ
え
や
ヰ
ル
シ
ワ
ー
ア

ン
ンで
プ

ラ
ス
ト
を
勉
強
し
晨

る
小
Ｓ
で
ノ
。
・え

で
五
木
し
み
贅
参
で

特
た
岬
象
鱒
だ
っ
た
物

は
だ

薇
ッ
こ
人
体
た
と
け
た
な

ｔ
型
た
入な
て
、一ち
ん
で
形
に
メ
う
機
猟
で
考

次
に
食
に
残
った

こ
と
は
、
ぼ
く
が

こ
の
議

濠
包
ｔ
彰
べ
け
る
）司
ヒ

終
脅

た
後
で
、考
え
方
ぉ
脚
友
変
な
た
リモ
で
す
。

史

は

、
べ
ｒ

型

ノ

る

峙

民

ォ

ラ

ス

の

″亀

遼

あ

ま

ソ

た
ス

に
ｔ
て

い
ま

せ
た
で
し
た

。
し
小
し
、
色

だ
と

て
も
人
彎

な

ん
だ
な
、
と

た
民
ザ
ミ

ま

し
た

。
み
ビ
ｔ

貪

つ
代

土
欠

ヒ

し
■

漱
月

濠

ゴ

９
ψ
ヨ
米
響
に

な

る

こ
と

参
あ

ソ
、
な

フ
ズ

５

５

次
人
切

た

な

、
と
い
う
た
量
付
‘
で
立
ヨ代
Ｌ
き
し
て
分
劉
ダ
ζ
「セ

容

出

来

ま

し
た

。
ぼ
＜
は
、ゆヽ
の
選
Ｔ
准
で
一
つ
成
二
ｋ
す
る

こ
と
か
出
来
ま
し
た
。
ｘ
■
も
負
か
つ
た
と
尺
い
ま
す
。

平
成

２８
年

７
月

２５
日

（
月

）

ガ

ラ
ス
の
講
座

癬

山

小
機

人

重

　

名
驚

平

松

優

生


